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ト ピ ッ ク ス

　2013 年 10 月 8日（火）に本年のノー
ベル物理学賞が発表され，つい昨年に発
見されたヒッグス粒子の存在を，半世
紀前に予言したアングレール （François 
Baron Englert） とヒッグス （Peter Ware 
Higgs） の両博士に贈られることになっ
た。「発見した実験側にも贈るべきだ」
とノーベル委員会内でもめて，発表が 1
時間も遅れる異例な状況だったことが後
日リークされたが，とにかく発見から最
短で，予言者が受賞する運びとなった。
このスピード受賞が，「ヒッグス粒子発
見」に続くはずの素粒子研究の新しい波
に対する，世界の期待を表している。
　ノーベル賞は，新しい自然観や実りあ
る新研究分野創成への「ブレークスルー」
となった研究に対して与えられるもので
ある。ヒッグス粒子の発見は，Brout（故
人）－ Englert-Higgs （BEH） 機構，すな

ヒッグス粒子，ノーベル賞ヒッグス粒子，ノーベル賞
スピード受賞のワケスピード受賞のワケ

わち自発的にヒッグス場の対称性が破
れ，素粒子の質量起源になるという理論
の，実験的な検証である。確かにこれは，
南部陽一郎先生（2008 年ノーベル物理
学賞受賞）による自発的対称性の破れの
概念を，素粒子の「標準理論」の完成に
つなげるブレークスルーを提供したが，
これだけではスピード受賞の理由には
ならず，実験側が評価されることもない。
　今回の受賞には，ヒッグス粒子の発見
がもたらす展望に強い期待が込められ
ており，これは受賞理由の説明のかなり
の部分を，ヒッグス粒子を発見した実験
の成果に割いた
ことからうかがえ
る。ヒッグス粒子
は，既知の「物質
を形成する素粒
子：スピン 1/2」
と「力を伝える
素粒子：スピン
1」とは全く異な
る，「真空に関係
した：スピン 0」

浅井　祥仁（物理学専攻　教授）

　2013 年 9 月 27 日（金）午後 4時よ
り，23 名の理学部名誉教授の御出席の
もと，理学部 1号館中央棟 2階小柴ホー
ルにて，2013 年東京大学理学系研究
科・名誉教授の会が開催された。冒頭
に，相原博昭研究科長より理学系研究科
の現状について報告があった。化学西館
の改修と理学部 1号館 3期棟の建設が
決まったことなどインフラの整備が着
実に進められている他，教育において
は，グローバル基礎科学教育プログラム
によって学部教育の国際化を目指して
いることが報告された。その後，化学専
攻　菅裕明教授より，『 「遺伝暗号の謎」
基礎研究から「特殊ペプチド創薬」イノ
ベ―ションまでの道程』と題して講演

「2013「2013年東京大学理学系研究年東京大学理学系研究
科科・名誉教授の会」報告・名誉教授の会」報告

挨拶があった。そして，事務部より，大
西淳彦事務部長，稲田敏行総務課長，渡
邉雅夫学務課長，吉澤邦夫経理課長の挨
拶があり，佐藤薫研究科長補佐のスピー
チの後，私が副研究科長として挨拶し，
最後に，相原研究科長が閉会の辞を述べ，
和やかなうちに 2013 年東京大学理学系
研究科・名誉教授の会が閉会を迎えた。

があった。菅教授は，「起業をして，学
術の成果を社会に直接的に還元する」と
いう新しい科学研究推進のあり方を紹介
され，その大変迫力のある発表に，名誉
教授の先生方から多数の質問があり，活
発な質疑応答となった。集合写真の撮影
の後，懇親会が午後 5時半より始まった。
初めに有馬朗人名誉教授のご挨拶があり，
最高齢の霜田光一名誉教授よりスピーチ
と乾杯のご発声をいただいた。その後，
名誉教授の先
生方から，近
況報告を交え
た興味深いス
ピーチをいた
だくことがで
きた。最後に，
名誉教授の先
生方の代表と
して小間篤名
誉教授よりご

の全く新しいカテゴリーの素粒子である。
このことはまた宇宙の誕生に深く関係し
ており，ヒッグス粒子発見は，宇宙論を
実証的な研究にとして発展させる上で
も，大きな意義をもつ。さらに「スピン
0の素粒子」の存在は，標準理論では説
明できない新しい素粒子現象が，すぐ近
くのエネルギースケールのあることを強
く示唆している。今回のスピード受賞に
は，ヒッグス粒子発見がもつ，この新し
い素粒子現象へのブレークスルーへの期
待感が込められているのである。

祝福される歴代の CERN所長など（写真提供：CERN）

理学部 1号館小柴ホール前ホワイエにて

副研究科長　山内　薫（化学専攻　教授）
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　理学部 1 号館 3 期（東棟）工事が， 
2013 年度の概算要求で認められ，現在，
建物プランの検討が急ピッチで進んでお
ります。理学部1号館のキャンパス計画は，
理学部旧 1号館の老朽化および狭隘化を
解消し，あわせて分散していた理学部の建
物を少しでも「中央化」すべく，20年以
上も前に3期に分けた工事計画が立案され，
第1期（西棟）が1998 年に，また第2期（中
央棟）が2005年に完成し，今回の第3期（東
棟）の建設で完了いたします。3期工事の
日程は，2013 年 12 月から旧 1号館の取
り壊しを行い，2014 年 6月頃から東棟（地
上 8階地下 2階）の建設を着工し， 2016
年 3月には完成の見込みです。
　さて東棟では，今後の理学部・理学系の
長期的な教育研究の発展を考えて，いくつ
かの新しいコンセプトがあります。まず，
理学部・理学系研究科の総合図書館を設置
し，さらに講義室を拡充することで，教育
棟としての機能を強化することです。総合
図書館では，これまで専攻ごとに分かれて
いた図書を可能な限り一箇所に集めるこ
とで，幅広いサイエンスの知識や情報が気
軽に触れられる場とすると同時に，学習の
場，国際的な知的コミュニケーションの場
としての機能を強化することを目指しま

理学部 1号館東棟の設計が理学部 1号館東棟の設計が
固まり 3期工事が始まる固まり 3期工事が始まる

す。講義室の拡充としては，本郷・
浅野キャンパスに分散している学
部・大学院の講義やセミナーなどを
ハブ的位置にある 1号館でも受講で
きるようにするとともに，駒場での
進学振分けが決まった後の講義（現
行の 4学期）も本郷キャンパスで開
講できるよう，150 席程度を収容で
きる大講義室から 50 席程度の小講
義室までを用意します。図書館と講
義室などの整備によって，より一層の教
育棟としての機能が充実するものと考え
ています。
　東棟の次のコンセプトは，オープンラ
ボラトリーを設置することです。理学部・
理学系の共通スペースとして，外部資金獲
得等による最先端プロジェクト研究など，
多様なプロジェクト研究などに柔軟に対
応できる実験ラボを設置し，不足してい
る実験室スペースを確保することにあり
ます。これらは共通性を高めるために，乾
式および湿式の二つの基本仕様で，地下 1
階および上層階フロアーに配置します。理
学系の多くの研究者が，機動的に研究を
展開できるように，5年単位での利用貸出
しを考えています。
　赤門近くの理学部 2号館と浅野キャン
パスの理学部 3号館に分かれる新生物学
専攻（生物科学専攻と生物化学専攻）に
対して，物理・化学・宇宙地球科学系と
関連する研究部門などで，教育研究展開
のスペースを東棟に配置するのもコンセ

副研究科長　星野　真弘（地球惑星科学専攻　教授）

　2013 年 10 月 19 日（土）に開催さ

れたホームカミングデイに，多くの小学

生，保護者が来場した。理学部 1号館

小柴ホール前ホワイエでは，地球惑星科

学専攻の教員と学生の協力により，「化

石や岩石を学ぼう」「火山を噴火させて

2013 年ホームカミングデイ2013 年ホームカミングデイ
開催報告開催報告

横山　広美（科学コミュニケーション　准教授）

みよう」実験コーナーが設置

された。また小柴ホールでは，

生物学科の塚谷裕一教授によ

る「はっぱ博士のなるほど講

演」，つづいて地球惑星物理

学科の横山央明准教授による

グー・チョキ・パーの 3択で

勝ち抜くクイズ大会「太陽と

惑星について学ぼう」が行わ

れた。いずれも盛況で，皆様

の協力に感謝したい。
実験コーナーの様子

プトのひとつです。ただし，これは暫定的
なものであり，生物・生命関連の将来構想
は，本部におけるキャンパス再開発・整
備に沿って，理学部 2号館を新築し，理
学部 2号館新棟を，東京大学の生命科学
の拠点（バイオエボリューション総合教
育研究棟）として位置づけるべく，計画
が進められる予定です。
　今回の 3期工事で念願の理学部 1号館
の整備が完了します。しかし旧 1号館に
も色々と大切な宝がありました。たとえ
ば，アインシュタインのエレベーターと呼
ばれる蛇腹扉のエレベーター（アインシュ
タインが来日したときに乗ったと言い伝
えられているもの）があります。これは
東京大学総合研究博物館によって，丸の
内のインターメディアテク （IMT） で保存・
展示される予定です。そのほか，ドイツ表
現主義の影響を受けた半円形の窓や手摺
もありますが，レリーフや外壁デザイン
などでこれらが東棟に生かされるように
調整中です。

理学部 1号館（第 3期工事）完成予定図
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佃　達哉（化学専攻　教授） 

　のちに「長州ファイブ」として有名になった，伊藤博文，山
尾庸三，遠藤謹助，井上勝，井上馨̶5人の長州藩士が，日本
の改革へのつよい想いを胸に横浜から英国に向けて秘密裏に
出航したのは，幕末の 1863 年のことであった。彼らを迎え入
れたのは，当時エーテル合成や原子論で名を馳せていたユニ
バーシティ・カレッジ・ロンドン （University College  London， 
UCL） の化学者，アレクサンダー・ウィリアム・ウィリアムソ
ン教授 （Alexander William Williamson） であった。ウィリアム
ソン教授は，5人のいわば不法滞在外国人をUCL に入学させる
ために奔走し，3名を自宅に下宿させて面倒をみた。UCL が当
時の英国で唯一，人種・宗教・身分・思想のいかにかかわらず，
教育と研究の門戸をあらゆる人に開いていたとは言え，なかな
かできることではない。松田龍平さんの主演で映画（「長州ファ
イブ」，2007 年公開）にもなっているのでご存知の方も多いか
と想うが，この 5人が帰国後に日本の近代化に対して果たした
功績はきわめて大きい。伊藤博文は，新政府で初代の内閣総理
大臣となり，明治憲法の立案の中心的役割を担った。井上馨は
大蔵大輔（次官）から外務卿（大臣）を務め，井上勝は鉄道庁
を創始し初代長官を務めた。山尾庸三は工部卿など工学関連の
重職に就き，後の東京大学工学部の前身である工学寮を設立し
た。遠藤謹助は，明治維新後に大阪の造幣局長となった。
　この日本の近代化への転換期とも言える長州ファイブの訪英
から 150 年目にあたる 2013 年の 7 月に，ウィリアムソン教
授夫妻の顕彰碑除幕と記念式典がロンドンで開催された。化学
専攻に対してもご招待があり，専攻長として参加させていただ
くこととなった。私が専攻長になって一番変わったことは，歴
史を勉強する機会が増えたことだ。今回ご招待いただいた理由
も，ウィリアムソン教授と化学教室との深いつながりによる。

ここで勉強の成果の一端を披瀝することを，お許しいただきた
い。東京開成学校（東京大学の前身）の初代の化学部主任教授
として 1874 年にロバート・ウィリアム・アトキンソン （Robert 
William Atkinson） を迎えたが，これはウィリアムソン教授の
紹介によるものであった。アトキンソンのあとを継いだのが櫻
井錠二で，ウィリアムソンに師事し，UCL から帰国した翌年の
1882 年には 24歳の若さで化学科の教授となっている（今回の
訪英の際に，櫻井の英語スピーチの録音を聞く機会を得たが，
格調高く堂々たるものであり，たいへん感銘を受けると同時に
格の違いを痛感した）。その後，櫻井は帝国学士院や東京化学会
会長などの要職を歴任し，日本の学術振興に大きな貢献をした。
本学においても，13年間に渡って理学部長の職にあり，総長事
務取扱いを務めた時期もある。
　ウィリアムソン教授夫妻の顕彰碑除幕式典は，7月 2日にロン
ドン郊外のブルックウッド墓地で小雨模様のなか執り行われた。
雅楽の演奏とともに厳かにはじまった式典では，安倍晋三内閣総
理大臣からウィリアムソン教授ご夫妻に感謝状が贈られた。もっ
とも印象的だったのは，ウィリアムソン教授夫妻の顕彰碑が，想
い半ばにして異国の地で結核のため命を散らした 4名の留学生の
墓標に寄り添う形で建っていたことである。4名の留学生のうち
の山崎小三郎は，訪英後一年を待たずして結核に倒れたが，息を
引き取るまでキャサリン夫人が看病したという。しかも山崎の墓
は，英国ではじめての日本人の墓と記録されている。この心温ま
るエピソードに垣間見える英国民の博愛精神と度量の広さに対し
て，最大級の敬意を表したい。翌 7月 3日には，日英学術交流
150 周年の記念セレモニーとレセプションが，UCL の主催で開
催された。150 年を節目として，日英交流をさらに発展・深化さ
せようという UCL の「熱」を感じたことを，この場をお借りし
てお伝えしたい。もはや留学は 150 年前のように命を賭した冒
険ではなくなったが，日本からの留学生が減少していることを嘆
く声を UCL の多くの関係者から聞いた。少なくとも東大の学生
さんには，国内と海外に垣根を設けることなく，もっと淡々と自
由闊達に活躍して欲しいと思う。いっぽう，留学生を預かる身と
しては，彼ら彼女らは各国の宝なのだということを改めて認識し
た。今回の訪英は，国籍にかかわらず人材育成に貢献したいとい
う気持ちを新たにするよい機会となった。ちなみに，この式典は，
テニスのウィンブルドン選手権の真っ最中に開催された。おかげ
で，ヒースロー空港のラウンジで，達成感に包まれたクルム伊達
公子さんが隣のソファーに座るという嬉しいオマケがついて，今
回の訪問を終えることができた。今回の訪英でたいへんお世話
になった大沼信一教授 （UCL） と鈴木龍之様（東大工学部卒）に，
この場をお借りして厚くお礼を申し上げたい。

日英学術交流 150 周年に思う

第9回
理学部ニュースではエッセイの原稿を募集しています。自薦他薦を問わず，
ふるってご投稿ください。特に，学部生・大学院生の投稿を歓迎します。
ただし，掲載の可否につきましては，広報誌編集委員会に一任させていた
だきます。ご投稿は rigaku-news@adm.s.u-tokyo.ac.jp まで。

ブルックウッド墓地に埋葬された 4人の日本人留学生を讃える記念碑
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不安と期待の中で～ドイツとアメリカから～

　日本を飛び出し 5年が経った。ドイ
ツでの学位取得，アメリカでのポスドク
生活，さらにドイツに戻っての研究室の
立ち上げ，そして私生活では結婚，娘の
誕生と，多くのことが瞬く間に起こった。
　5年前，私は不安と期待の入り交じる
中，マインツのマックスプランク化学研
究 所 （Max Planck Institut für Chemie） 
で学生として新生活をスタートさせた。
博士課程の指導教官との出会いは修士課
程在学中に行った中国での大気汚染の観
測サイトだった。彼らの有機物や花粉と
いった大気エアロゾル粒子の化学反応の
研究にとても興味をもった。また，100
年以上の歴史をもち，約 200 人と小さ
な研究所でありながらノーベル化学賞
を 3人も輩出した伝統ある研究所に憧
れた。留学生活が始まり，真新しい環境
と研究についていけるよう必死だった。
ドイツ内外の研究室との共同研究にも恵
まれ，少しずつ自分の研究の手応えを感
じてきた。とりわけ意識的に取り組んだ
のが国際学術誌への論文発表だ。修士時
代に指導教員の近藤豊先生から頂戴し
た「論文を書かないのは仕事をしていな
いのと同じだ」との言葉は常に心の中に
あった。3年後には学位を取得し，光栄
にも国際賞注1 もいただくことができた。
　研究者としての次への大きなステップ
となった，アメリカのカリフォルニア工
科大学（カルテック California Institute 

白岩　学（マックスプランク化学研究所　グループリーダー）

of Technology） でのポスド
ク生活の 1 年間もとても充
実したものだった。国際学会
で出会った指導教官には，自
分の給料は自分でもってく
るように申し渡された。幸い
にも海外学振に採用されド
イツからアメリカに渡った
時も，必ず成功してみせると
いう強い気持ちと同時に，で
きるだろうかという不安を
感じた。カルテックの教員
は然ることながら学生，ポスドクの研究
への能力とモチベーションの高さに圧倒
され，それがいい意味で自分へのプレッ
シャーとなり，毎日が刺激的だった。新
しい研究テーマのもとにここでも必死に
研究をした。
　そしてここでは日本人の学生や研究者
が多く，たくさんの同志とのいい出会い
があった。美味しいカリフォルニアワイ
ンをもち寄り，週末自宅に集まって彼ら
と過ごした日々は，ハードなポスドク生
活の最高の楽しみだった。気候もよく，
大学構内も公園のように美しい研究環境
の中で研究に没頭できたおかげで，ここ
での仕事は国際学会から招待講演の依頼
を受けるなど，国際的にも徐々に研究者
として認知されてきたように感じられた。
　ドイツの母校からグループリーダーの
話が来たのは，カルテックに来てから半

年あたりである。はじめはすぐ
に独立する自信がなく，海外学
振の 2年をきちんと消化してか
らドイツに移ろうと思っていた。
しかし，世界的に活躍されてい
るカルテックの物理学の大栗博
司教授との出会いと対話をきっ
かけに，現状に満足することな
く次のステップに進むことにし
た。研究者としてリスクを恐れ
ず常に挑戦心をもつべきだと，

気持ちに踏ん切りがついたのだ。
　そしてこの春，再び同じ地に戻ってき
たのだ，5年前には想像もできなかった 
立場で。今まで感じていた不安という気
持ちは，国際舞台で一人前の独立した研
究者になれるか，ということだった。今
後もそのための努力は怠らないと常に戒
めている。駆け出し研究者として，地に
足をつけ，目の前のことに着実に取り組
んでいくことが重要だろう。そして何よ
り，学生とポスドクたちとサイエンスを
思いっきり楽しみたい。

注1：2011 年オットー・ハーン・メダル（マックスプラン

ク協会）， 2012 年ポール・クルッツェン賞（ドイツ化学会）

PROFILE

白岩　学（しらいわ　まなぶ）
2008 年 東京大学大学院理学系研究科
 地球惑星科学専攻修士課程修了
2011 年 マックスプランク化学研究所 
 博士課程修了 （Ph.D）
 （東京大学　文部科学省　長期
 海外留学支援制度　奨学生）
2012 年 カリフォルニア工科大学
 日本学術振興会　海外特別研究員
2013 年 マックスプランク化学研究所
 グループリーダー

世界に羽ばたく理学博士

駈け出した白岩グループ。異文化交流も楽しみのひとつ

カリフォルニアにて

12
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人との出会いは一生の宝物
藤井　通子（国立天文台理論研究部　特任助教）

　私は学位取得後からこれまでの
間，オランダ・ライデン大学 （Leiden 
University） のシモン・ポルテギース　
ズワート （Simon Portegies Zwart） 教授
のグループで過ごしてきた。私の研究は，
スーパーコンピュータを用いて，数万か
ら時に 10億の星 1つ 1つの運動を計算
し，星団や銀河といった星の集団の時間
進化を調べる理論的な研究である。つま
り，私は星を見ない天文学者である。
　大学院に入るまで，私は自分が海外で
生活することになるとは思っていなかっ
た。しかし，大学院生になり，研究は世
界を舞台に行われていることを肌で感
じ，卒業後は海外へと強く思うように
なった。ライデンでお世話になったシモ
ン（オランダでは教授もファーストネー
ムで呼ぶ）とは，初めて行った海外の研
究会で出会った。当時の私の研究は彼の
過去の研究を発展させたもので，私はつ
たない英語で一生懸命自分の研究の説明
をした。シモンは私の指導教員であった
元東京大学大学院天文学専攻　牧野淳一
郎先生※の友人ということもあり，私の
研究に興味をもってくれ，私は大学院修
了後オランダへ渡った。
　オランダでは，ほとんどの人が英語を
話すため，オランダ語が話せなくても生
活ができてしまう。ライデン大学も非常

きっかけに，私は同じ研究グループ以外
の日本人と出会うこととなった。ライデ
ンには，2カ月に一度，日本人研究者に
よる研究発表セミナーがある。そこで出
会った人達は皆，研究内容だけでなく，
そこから垣間見える研究者としてのあり
方も，そして人間的にも，とても個性的
で魅力ある人ばかりだった。日本にいた
ら，異なる分野の研究者と知り合うこと
は滅多にない。このような出会いは，思
いがけない海外留学のメリットだった。
　私は今，3年間のオランダ生活と，博
士課程の終わりに結婚した夫との別居生
活を終え，国立天文台で研究をしてい
る。自分の研究を進めるという点で見れ
ば，日本の研究環境は悪くない。しかし，
自分の人生をより豊かにするという意味
で，私は海外に行って，日本では得られ
なかったものが得られたと思う。

※現・東京工業大学大学院教授

PROFILE

藤井　通子（ふじい　みちこ）
2010 年 東京大学大学院理学研究科天文

 学専攻博士課程修了　博士（理学）
2010 年 日本学術振興会　特別研究員
2012 年 日本学術振興会　海外特別研究員
2013 年 国立天文台　理論研究部　特任
 助教（国立天文台フェロー）

にインターナショナルで，天
文学専攻の博士課程の学生の
約半分，ポスドクのほとんど
が外国人である。しかし，そ
れにはもうひとつ理由がある。
オランダの天文分野では，オ
ランダ人が学位取得後すぐに
国内でポスドクの職を得るの
は難しい。これは，若い研究
者を国外へ出して育てようと
いうオランダの作戦である。そのため，
ポスドクは皆外国人になる。そのよう
な環境なので，ライデンではさまざま
な国籍の友人ができた。コーヒータイ
ムには映画の話から政治の話まで，そ
の端々にお国柄を感じ，休日のホーム
パーティーでは各国の料理が並んだ。
しかし，皆，学生やポスドク。多くが
ライデンを去って行き，アカデミアを
去った人も多い。
　オランダに渡って感じた，海外（欧州）
で研究をするメリットは，他国が近い点
である。欧州内なら他国の大学に簡単に
セミナーに行ける。そこから噂が伝わり，
他のセミナーに呼ばれることもあった。
そういうセミナーから始まった共同研究
もある。逆に，ライデンにも次々とゲス
トがやってくる。自分の分野に近い人が
来た時は，気軽にゲストオフィスを訪ね

て自分の研究を紹
介し，議論できる。
その点，日本は地
理的にアメリカか
らも欧州からも遠
いため，どうして
も国内で閉じがち
になってしまう。
　オランダ生活
にも慣れてきた
2011 年 3月，東
日本大震災が発
生した。それを

前列右から 3番目が著者，その左（前列中央）が Portegies Zwart 教授，
左後の写真は，ライデン大学の著名な天文学者であり 1987 年に京都賞
を受賞した，故ヤン・オールト (Jan Oort) 博士

筆者と同部屋の友人たち
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オスはメシよりもメス /雌雄同体が好き
－線虫の異性学習の発見

　線虫 C. エレガンス（以下線虫）は学習行動のモデル生物と
して広く用いられており，雌雄同体とオスの2種類の性をもつ。
自家受精が可能な雌雄同体と異なり，オスが自身の遺伝子を子
孫に伝えるには雌雄同体と交配する必要があるため，線虫のオ
スにとって効率的な雌雄同体の探索は重要である。
　雌雄同体を用いた研究から，線虫が餌の有無と塩の有無を関
連づけて学習し，飢餓を経験した条件を避ける行動をとること
が知られていた。本研究では，雌雄同体にくらべて研究が遅れ
ているオスに注目した。その結果，異性の存在に依存して行動
を変化させるオス特有の学習（異性学習）を行うことを明らか
にした。オスは塩の存在下で飢餓を経験すると塩を避けるが，
同じ条件で雌雄同体と共にオスを保持すると，雌雄同体が存在
していた環境条件である塩に誘引されるのである。オスは飢餓
経験時にも，餌の探索よりも異性の探索を優先することで効率
的に自身の遺伝子を子孫に伝えていると考えられる。
　野生型の雌雄同体の代わりに，フェロモンを合成できない
daf-22 変異体の雌雄同体を用いてオスを条件付けしたところ，
オスの異性学習は成立せず，雌雄同体がいない条件付けを行っ
た時と同様に塩を避ける行動を示した。daf-22 変異体と共に
条件付けした場合でも人為的にフェロモンを添加すると異性学
習が成立することから，異性学習にはフェロモンが重要である
ことが分かった。しかし，
オスのみの集団にフェロ
モンを添加しても異性
学習は成立しないこと
から，フェロモンだけで
は異性学習の成立に不十
分であることが明らかに
なった。そこで次に注目
したのは交尾器である。
オスの尾部にある交尾器
が正常に働かないmab-

3，mab-5 変異体のオスは異性学習が行えなかったため，異性
学習の成立には雌雄同体から分泌されるフェロモンと，オス
の正常な交尾器の両方が必要であることが示された。
　線虫の各細胞において，性決定遺伝子であるtra-1 遺伝子
が働いた細胞では細胞が雌雄同体化することが知られている。
神経の性別が異性学習に寄与しているか調べるために，tra-1
遺伝子の活性化型遺伝子を神経で高発現させ，雄の神経を雌
雄同体化した。その結果，雌雄同体型の神経をもつ雄では異
性学習は成立しなかった。異性のシグナルを適切に処理して
雌雄同体の存在依存的に行動変化を起こすには，雄特有の神
経回路が必須であることがわかった。
　本研究で，線虫のオス特有の学習システムを発見したこと
に加え，オスの線虫が飢餓，塩，フェロモン，交尾器からの
刺激というさまざまな種類の情報を統合して行動しているこ
とを明らかにすることができた。
　本研究はN.Sakai, S.Yokoi, R.Iwata et al., PLOS ONE 8, （7）, 
e 68676 （2013） に掲載された。

（2013 年 7月 5日プレスリリース）

　多くの生物にとって，効率よく異性を探索して交配することは種の存続に必要である。今回，われわ
れは線虫C.elegans とよばれる小さな生き物が異性を探索するのに，塩の有無という環境情報を記憶，
学習して行動を決定していることを発見した。さらにこの学習には異性のフェロモン，異性との接触，
そして神経回路の性別が重要であることを明らかにした。この結果は，神経の性差を解明する足がかり
となる成果である。

酒井　奈緒子（生物化学専攻　博士課程 2年），飯野　雄一（生物化学専攻　教授）

本研究で明らかになったオス特有の連合学習である” 異性学習 “と，そのモデル
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学 部 生 に 伝 え る 研 究 最 前 線

　植物の生殖過程は気温変化にとても敏感で，とくに高温は植
物の受精や種子の実りに重篤な影響を与える。この種子の実り
と高温の関係は，植物の環境応答の典型的な事例としても，近
い将来起こりうる地球規模の気候変動への対策においても重要
な研究課題である。
　私たちは，植物の細胞間コミュニケーションを担う CLE ペプ
チド （CLV3/ESR-related peptide） の構造を世界で初めて明らか
にし，おもにモデル植物シロイヌナズナを用いて，CLE ペプチ
ド機能の解析を進めている。シロイヌナズナでは 32 個の CLE
遺伝子があり，遺伝子の一部が翻訳されて 12-13 個のアミノ酸
からなる 27 種の CLE ペプチドが作られる。しかし，その多く
の機能は分かっていない。そこで，私たちはさまざまな実験系
を開発し，これら CLE ペプチド機能を調べてきた。その過程で，
花粉管の伸長に関する新たな CLE ペプチドの働きを見いだした。
　おしべから花粉を取り出して，シャーレ上で育てると花粉
から花粉管が出てきて伸長する。このとき，30℃に置いてお
くと花粉管はすぐに成長を止めてしまう。しかし，CLE45 ペ
プチドを与えておくと，花粉管は伸長し続けたのである。そ
れでは，このシャーレ上の出来事は植物の中のどのようなし

暑さに弱い花粉管を守るめしべ

くみを反映しているのだろう。シロイヌナズナは普通 22℃で
生育している。この植物を 30℃で育てると，めしべの中で花
粉管が胚珠まで到る道筋でだけ，CLE45 ペプチド遺伝子の発
現が誘導された。この発現は 22℃ではみられない。そこで，
CLE45 ペプチドを作れない植物を用いて，受精が成立し種子
ができるかどうかを調べた。すると，22℃では異常はないの
だが，30℃にすると種子形成率が減少した。この減少は通常
の植物ではみられない。このように，シロイヌナズナでは，高
温ストレスに弱い花粉管を守るために，高温に曝されたとき
に，花粉管の通り道で CLE45 ペプチドをつくって，花粉管を
守っていたのである（図）。私たちは，花粉管側で CLE45 ペプ
チドを受け取る受容体も探索し，SKM1 および SKM2 の 2 種
類の受容体を見いだした。これらの受容体は花粉管の細胞膜上
で CLE45 ペプチド受容し，花粉管内部にシグナルを伝えるこ
とで，花粉管の高温への備えを促す。
　このように，今回の研究により，めしべと花粉管の間の温度に
依存したシグナルが初めて発見された。しかし，謎はまだまだ多
い。たとえば，①めしべにおいて温度がどのように認識されて
CLE45 ペプチド遺伝子発現が開始されるのか，② CLE45 ペプチ
ドシグナルが花粉管内で何を誘導するのか（これこそが，高温耐
性のしくみそのものであるはずである），③そもそも花粉が高温
に弱いのはなぜか。私たちは，今回の発見をさらに深化させるこ
とで，雄器官と雌器官の相互作用および高温耐性のしくみを明ら
かにしていくつもりである。同じペプチドはイネにも存在し，し
かもシロイヌナズナと異なり複数種存在する。そのため，私たち
は CLE45 による高温耐性誘導の仕組みは植物に共通の現象であ
るだけでなく，植物種ごとの高温応答機構に応じて複雑な制御が
進化してきているのではないかと推測している。
　本研究は，基礎生物学研究所の松林嘉克教授・篠原秀文助教
との共同研究として実施し， S. Endo et al., Current Biology 23, 
1670 （2013） に掲載された。

（2013 年 8月 2日プレスリリース）

　植物は常に気温変動に曝されている。実は多くの植物において花粉管は高温に弱いのだが，めしべと
共にいるとその高温ストレスを回避できてしまう。私たちは，ペプチドを介した細胞間のコミュニケー
ションの役割を研究する過程で，めしべから花粉管へ送られるシグナル分子， CLE45 ペプチドを発見
した。花粉管は，単独では高温ストレスを被る条件でも，めしべから CLE45 ペプチドが供給されてい
ると，ストレスを回避して無事に受精できることがわかった。

高温時には，めしべから供給される CLE45 ペプチドに
よって花粉管は高温ストレスを回避する。

遠藤　暁詩（生物科学専攻　特任助教），福田　裕穂（生物科学専攻　教授）
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　惑星自身を画像でとらえる手法（直接撮像法）は，惑星の発
見だけでなく，次のステップである惑星の特徴づけに繋がるた
め，いわば究極の観測方法である。しかし明るい恒星の周囲に
ある暗い惑星を撮像することは，遠方の灯台のすぐ近くを飛ぶ
蛍を撮影するようなもので，暗い惑星を検出する高い感度，恒
星と惑星を見分ける高い解像度，惑星の 10億倍以上に達する
強い恒星光を取り除き惑星を検出しやすくする高いコントラス
ト（可視光で地球と太陽を見分ける場合），という高度な観測
技術が同時に必要となる。
　このため，直接観測の成功例はまだひじょうに少ない。
2004 年頃から，そのような例がいくつか報告されたが，どれ
も主星から 100 au（1 au は地球・太陽の平均距離，約 1億 5
千万 km）以上と遠く，太陽系の惑星と同列に論じることは難
しかった。2008 年頃から，ようやく太陽系サイズの軌道にあ
る系外惑星が撮像されてきた。これらはみな木星質量の約 10
倍程度かそれ以上という超巨大惑星であるが，新しい進展が始
まったことは疑いない。現在，この直接観測を牽引している
のが口径 8メートルのすばる望遠鏡を用いた SEEDS（シーズ：
Strategic Explorations of Exoplanets and Disks with Subaru） 
プロジェクトである。

「第二の木星」の撮像に成功した，すばる SEEDS
プロジェクト

　SEEDS は，太陽系外惑星とその形成の現場を直接撮像する
ため，すばる望遠鏡を用い 2009 年から始まった戦略的観測で，
日本の主導のもと国内外およそ 120 人のメンバーが参加し，
筆者がその代表者を務める。すばるのもつ高い集光力，新規開
発された補償光学系 AO188 による高い解像度，同じく新規開
発のHiCIAO 装置（主星の光を隠すコロナグラフを装備）によ
る高いコントラストを組み合わせることで，従来より 1桁も
高い性能を実現している。
　SEEDS は今回，地球から約 60光年の距離にある太陽型恒星
GJ504 を観測し，それを周回する木星型惑星（GJ504b）を，
直接撮像により発見することに成功した。GJ504b は，軌道長
半径が約 44 au で，木星質量の 3～ 5倍の質量をもち，直接
撮像された惑星の中ではもっとも軽い例となる（図）。直接観
測における惑星候補の質量は，その明るさの測定値を，理論進
化モデルや天体年齢と比較することで推定する。最新のモデル
で計算すると，これまで直接撮像で検出された他の系外惑星
は，いずれも惑星質量を超えて褐色矮星の質量となるのに対し， 
GJ504b の質量は用いる理論モデルによらず，惑星と呼べる範
囲にあり，撮像された唯一の系外惑星であると言ってよい。こ
れまで撮像された惑星はいずれも赤い近赤外線の「色」を示

すのに対し，GJ504b は木星に似た青い「色」を示し，
この意味でも第二の木星と呼べるだろう。
　SEEDS の技術を展開すれば，日本も参加する次世代
の口径 30 メートル超大型望遠鏡 TMT （Thirty Meter 
Telescope，2021 年度完成予定）に系外惑星観測専用
装置を搭載し，地球型惑星を直接撮像することができる
だろう（SEIT （Second Earth Imager for TFT） 計画）。こ
れにより，惑星に生命の有無をリモートセンシングす
ることも可能になると考えられ，天文・惑星科学・工
学・生物（アストロバイオロジー）を繋ぐ学際的研究が
花開くと期待される。この結果は，M. Kuzuhara, et al., 
Astrophysical Journal,  774巻， （2013） に掲載された。

　（2013 年 8月 5日プレスリリース）

　太陽以外の恒星を周回する惑星（系外惑星）は，最初の発見からまだ 18年しか経たないが，すでにそ
の数は 1000 個を超え，有力な候補も入れると 4000 個を超える。その多くは，惑星の公転運動による主
星の速度ふらつきを測る，あるいは惑星が恒星の前面を通過する際の光度減少を測るという間接的な方法
による発見である。これには，主星の速度を人の走る速さ以下の精度で測定したり，その光度変化を 1%
以下の精度で決定するなど，高い技術が用いられる。では惑星を直接に見ることは，できないのだろうか？

田村　元秀（天文学専攻　教授）

すばる望遠鏡用に取り付けられたHiCIAO カメラによる，太陽型恒星 GJ 504 のまわ
りの木星に似た惑星の赤外線カラー合成画像。中心の明るい主星からの光は，コロナ
グラフの働きで抑制されている。右はノイズに対する信号強度を画素ごとに表わした
もので，惑星の検出が十分に有意であること，主星のまわりの成分はノイズであるこ
とを示す。
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プレート速度と地震数の関係

　日本のようなプレート境界周辺では長期のプレート運動によっ

て蓄積される力（ストレス）を地震が解放している。それならプ

レートの運動速度が速いほどストレスが速くたまり，地震がたく

さん起きるだろう。このような関係は常識的だが，これまでデー

タからクリアに示されたことはなかった。世界中の地震観測体制

とデータ流通システムが充実し，統計解析手法が進歩した現在，

ようやくこの問題に取り組む環境が整いつつある。

　今回，世界のさまざまな場所で，中規模（マグニチュード

4.5）より大きな地震の発生率を計算した。世界の沈み込み帯

をほぼ一定面積の約 100 地域に分割し，各地域で地震発生率

を推定し，プレート速度と比較した。データは米国地質調査所

の地震カタログ過去約 20年分を用い，余震など地震間の誘発

効果の影響を統計学的手法を用いて補正した。その結果，地震

発生率と各地域のプレート沈み込み速度に正の相関が得られた

（図）。この相関はトンガ‐ケルマデック海溝やマリアナ海溝の

ある南西太平洋地域でとくに顕著であり，単純な比例関係で良

く近似される。この地域では同じような海洋

プレート同士の沈み込みが進行しているから

だろう。この結果は「プレート速度が速けれ

ば地震はたくさん起こる」という常識的な関

係を初めてはっきり示したものである。

　この比例関係には例外もある。とくにプレー

ト速度のわりに地震の少ない場所としてアラ

スカ，カスケード（米国・カナダ国境付近），

ペルー，チリ，そして日本の南海トラフから

琉球海溝付近が挙げられる。これらすべての

地域で，近年「ゆっくり地震」が発見されて

いる。「ゆっくり地震」は長時間続く微弱な地

震波「深部微動」や数日～数か月かけて起き

る地殻変動「スロースリップ」の総称である。

さらにこれらの地域では，過去に多くの超巨

大地震が起こったと考えられている。反対に普段頻繁に中規

模の地震が起きる南西太平洋地域では，過去 100 年にマグニ

チュード 9以上の超巨大地震はひとつも知られていない。

　この結果は，地震発生のリスクについてパラドックスを提

起する。プレート速度が同じであれば，普段頻繁に中規模地

震が起きる地域では超巨大地震は起こりにくく，普段中規模

地震が起きない地域では超巨大地震が起きるというものであ

る。そうであれば世界中の沈み込み帯が「一見活発だが穏や

かな地域」と，「一見静かだが危険な地域」という 2つの極

端な状態の間に位置づけられるだろう。その位置づけを行う

手法はまだ確立していないが，「ゆっくり地震」が手掛かりを

与えるかもしれない。より信頼性高く地震のリスクを見積も

るためには，「ゆっくり地震」も含めて地域ごとの地震発生プ

ロセスの違い，いうなれば性格を解明する必要がある。

　この研究は，S. Ide, Nature Geoscience 6, 780 （2013） に掲
載された。

（2013 年 8月 12日プレスリリース）

　人はストレスが多いほど怒り易くなる。また普段静かな人ほど怒らせると怖いもの。似たようなこと
は地震の発生にもいえそうだ。プレートが沈み込む地域では地震が良く起きるが，その数はプレート沈
み込み速度にほぼ比例する。この関係は海洋プレート同士の沈み込み帯で顕著であるが例外もある。と
くに速度のわりに地震が起きない場所では「ゆっくり地震」が良く起きている。これら「ゆっくり地震」
が起きる場所では中規模の地震は少ないが，稀に超巨大地震が起きる。地震発生地域の「性格」を知る
ことがリスク評価に重要である。

井出　哲（地球惑星科学専攻　教授）

プレート運動速度と推定した地震発生率の関係
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山本　昌宏（数理科学研究科数理科学専攻　教授，数学科　兼担）

第 4 回場理 学 の現

　アインシュタインに「先生の研究室は

どのようなものですか」とある人が質問

したところ，彼は胸ポケットにさしてあっ

たペンを示し，ここです，と答えたという

話がある。数学の現場も似ている。数値

実験以外は実験が少ないという数学の性

格もある。大規模なハードウェアに依存

することもほとんどない。したがってど

こでもが数学の研究現場になりうる。真っ

暗闇でも頭の中であれこれ論理の筋道を

考えている。考えを書き留めるために明

かりがあったほうがよいが。これが第一

の意味での「現場」である（「現場」らし

くないが）。

　第一の意味の現場からの成果は数学の

専門書のようにかっちりと表現されてい

ないことが多く，作曲家のスケッチや見取

り図のようなもので，第三者（数学的な

素養が仮定されるが）が誤解なく理解で

きるような表現に鍛えあげることが必要

である。そこで第一の意味での現場で得

られた着想はある段階で同僚や院生など

に聞いてもらい，議論をして客観的な表

現に昇華させていく。そのさいに間違い

や一人よがりの表現などが訂正されたり，

結果の一層の飛躍につながることもある。

そのような第二の意味での現場は，黒板と

机のある部屋である。東野圭吾の連作推

理小説「ガリレオ」の物理学者・湯川学

准教授は何か思いつくと道路でも窓ガラ

スでも何やら書き始めるが，数学者は黒

板である（ホワイトボードでもない）。何

か思いつくと誰かと黒板で議論したくな

るので，数学科にはやたらと黒板がある。

壁に計算を書かれないようにする対策か

もしれない。

　数学には一人で考えを積み重ねる孤独

な現場があるいっぽうで，同僚らと議論

する場が重要である。そのためには黒板

と机があり誰でもが自由に出入りできる

談話室が大事である（図：数理科学研究

科コモンルーム）。数学はひとたび証明さ

れれば絶対変更されない真理であるので

過去の先人との対話のため紙媒体の本が

充実した図書室も重要である。

　それと数学者はコーヒーを好む傾向が

あるようでそのような場所でのコーヒー

タイムが意義深い。実際，数学者とは 1

杯のコーヒーを 1つの定理に変換する機

械のことであるという言い回しもある。海

外の研究所には談話室にエスプレッソマ

シーンがおいてあることが多く誠にうれ

しい。そこでの議論は単なるおしゃべり

のようにもみえるが，研究自体と関係が

なさそうな会話にも研究のヒントが隠れ

ている。数学者によっては孤独な作業を

とことんやり，完成間際になって初めて

同僚と議論する場合もあるが，孤独な作

業と議論（時には激しい論争）からなる

サイクルは同じである。数学者はテニス

などで気分転換をする人も多いが（筆者

はしない）テニスコートでも結構議論し

ているのかもしれない。音楽や楽器演奏

を嗜む数学者（筆者がそう，ただし聴く，

観るだけ）もけっこういる。

　以上が数学の現場として，ごく古典的な

ものである。環境の変化も重要で，海外

の研究機関に滞在したり，自分が出かけ

るかわりに海外から研究者を招聘して議

論することで劇的に研究が進展すること

がある。国際会議も意外性のある研究者と

の遭遇というか出会い頭の議論で思わぬ

成果が生まれることがある。数学は紙と鉛

筆だけできるチープな学問という誤解が

あるが，上記の目的のためには図書や旅

費など一定の資金は常に必要で，研究成果

をめぐる収支効率は良い（と評価できる）。

　数学の研究はまったく自由であり，取

り扱う領域も大きな広がりがある，そこ

で研究の現場も上に述べたようなオーソ

ドックスなものだけではなく，最近は多

様化している。たとえば筆者のグループ

は，高炉内の状態推定やマーケティング

戦略の数理などに関する実用手法の開発

などに関して産学連携の数学をここ 10年

来，新日鐵（現・新日鐵住金株式会社）や，

花王株式会社と進めているが，その場合

の数学の研究現場はそれぞれの業種の産

業現場でもあり，数学自体の探求ととも

に実用化・経済効果を目指すこととなる。

数理科学研究科コモンルーム
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2009 年と 2013 年の観測で使用した航空機。機内には世界最先端の
測定機器がずらりと並ぶ。パイロット 2名と研究者 2名を乗せて，未
知の現象の解明に挑む。

　好きな場所で，好きな時間（タイミン

グ）に大気の観測ができる。この点にお

いて，航空機に測定器を搭載して実施す

る航空機観測は，とても有利な観測手

段である。さらに言えば，気温や二酸

化炭素濃度など，大気中の物理量や化学

組成の高度分布を測定するのは，航空機

観測を除くと容易ではない。地上や人工

衛星からの電磁波を使った大気の遠隔観

測（リモートセンシング）は，得られる

情報が限られている。このため，天気予

報に必要な気温の高度分布も，温度計を

搭載した小型気球を世界各地で毎日上げ

ることによって基本的に得られている。

気球では限られたデータしか得られない

が，その点，航空機は外気を機内に引き

込んでハイテクの分析装置で測定するな

ど，その場の大気の詳細な情報を得るこ

とができる。私たちはこのような航空機

観測の特徴を生かして，大気中に浮遊す

る微粒子（エアロゾル）と，そのエアロ

ゾルを核として生成する雲の測定を東シ

ナ海や西太平洋で展開している。

　しかし好きな場所・時間に実施できる

がゆえに，その選択・決断という悩まし

い点もある。航空機観測は毎日できるわ

うにして予想通りの，あるいは予想もし

なかった面白い現象の観測に成功した時

の充実感は大きい。やはり自然現象は美

しいと感じる瞬間である。

　エアロゾルは，化学組成や大きさに応

じて太陽放射を散乱・吸収することに

より，地球が受け取る放射量（放射収

支）に影響を与え，気候変動を引き起こ

す要因となっている。またエアロゾルに

より，雲粒の大きさや，水・氷の相に変

化が起こるため，放射とともに降水過程

にも影響する。アジアは世界的に見ても

エアロゾル量が多いホットスポットであ

り，その場所で何がおきているのか，雲・

降水過程にどのような影響を与えている

のか，世界の研究者が注目している。エ

アロゾルは気体成分と異なり，大きさや

化学組成などきわめて多様性に富んでお

り，次々と新しい測定技術が開発されて

きている。航空機観測はそのような世界

最先端の測定器を搭載できるため，研究

の進展速度が速いことも特徴である。わ

れわれは同じ地球惑星科学専攻の近藤豊

教授・茂木信宏特任助教や，東京大学先

端科学技術研究センターの竹川暢之准教

授，さらには国内外の研究者と連携を取

りながら，世界最先端の測定器を駆使し

た観測を展開している。その結果は，間

もなく公表される気候変動に関する政府

間パネル （IPCC） の第 5次報告書でも取

り上げられる予定である。

　残念ながら日本には大気・地球観測専

用の航空機がない。このため観測のたび

に民間の航空機を借り上げ，改造をほど

こして使用している。アジアの大気環境

の継続的な監視と，そこで起きているさ

まざまな現象の解明のために，そしてさ

らに若い人たちが新たなサイエンスを展

開できるために，地球観測専用の航空機

の導入と利用体制の確立が望まれる。

けではなく，また同時に多地点ででき

るわけでもない。しかも期待通りの自

然現象が必ずしもおこるとは限らない。

限られた時間（予算！）の中で，的確

に場所・高度・時刻を選ぶことは必ず

しも容易ではない。最近では化学天気

予報とよばれる，大気中の物質場の予

測に基づいて航空機観測を実施してい

る。これは天気予報と同様に，たとえ

ばアジア大陸から輸送されてくる汚染

大気の場所や濃度を予測し，その場所

を目がけて観測機を飛ばすものである。

観測の現場（理学の現場）ではそのよ

うな日々のモデル計算予測に基づき，

フライト前日の午後 3時くらいまでに

は具体的な飛行計画を決定し，航空局

（各空港の管制官）や自衛隊との調整を

する。当日の朝には最新のモデル予測

や衛星雲画像を見て，観測場所や高度

を微修正する。最終的には航空機搭乗

中の研究者がリアルタイムでデータや

窓の外の雲の様子を見て，その場でパ

イロットと相談しながら場所・高度を

決定して測定を実施する。観測エリア

では， 1 分単位で状況を判断しながら

高度を変えたり，雲に突入したりもす

る。着陸後はすぐに

（1時間程度以内に），

取ったばかりのデー

タをざっと解析し，

測定器の正常動作を

確認するとともに，

成果を整理しその後

の計画に反映させて

いく。計画の立案か

ら機上までの何段階

かのこれらの判断に

おいて，頼りとする

のは研究者としての

直感である。そのよ

小池　真（地球惑星科学専攻　准教授）

エアロゾル・雲航空機観測
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【その 1：地下の中庭】
　旧館中央には地下 1 階レ
ベルの中庭があり，そこでは
「理学部長杯争奪バレーボー
ル大会」に学生も職員も汗を
流した。コート横の「小屋」
には，日本で重力波探査の端
緒を拓いた平川研の重力波
アンテナがあり（図 6），そ
の屋根を時にバレーボール
が直撃した。それから 40 年，
平川研⇒坪野研⇒安東研と継続する中で，
大型重力波アンテナ「かぐら」が神岡で建
造に至ったことは，感に堪えない。
【その 2：消えた空中回廊】
　 旧館 2階の南西隅から，4号館・化学
館の接合部に向けて，空中回廊（渡り廊
下）があり（図 3），地下 1階でも両館
はつながっていた。化学館側には遺構が
見られる。重厚な旧館は階高が高く，空
中回廊には傾斜がついていた。新館建造
のさいは，消防法の制約で回廊が復活で
きていない。
【その 3：3階の迷宮】
　 旧館は「ロの字」形だが，なぜか 3階は，
いっぽうが物理図書室，他方は素粒子物
理国際施設で行き止まりになり，一周で
きなかった。その両者が壁一枚で背中合
わせだったことは，《証言 3》を拝読し
て初めて知り，目から鱗が落ちた。
【その 4：4階の増築部分】
　《証言 4》に詳しいように，旧館は東
半分のみに，不思議な 4階をもっていた。
ここは階高が低く，エレベータもなくて，
増築されたことが一目瞭然だった（表紙）。

《はじめに》理学部旧 1号館の記憶《はじめに》理学部旧 1号館の記憶
広報誌編集委員　牧島　一夫（物理学専攻　教授）

　旧館は地下 1階，地上 4階で，図 3の
図面のように東西に長い「ロの字」形を
もち，周囲には空堀を巡らせていた。東
側が現在の残存部分で，正面玄関は図 1
のように北側にあり，通用口は南東（現
存）と南西の隅にあった。私は北東隅（現
存）の 150 号室や 350 号室で講義を受
け， 250 号室で学生実験を行い，修士で
は 55 号室（図 2）で実験を行い，1986
年には 3階に初めてラボをもち，1期・
2期工事では物理教室の移転の世話役を
仰せつかるなど，思い出は尽きない。特
集号の前座として，古い建物につきもの
の，「ちょっと不思議な話」を 7つ紹介
しよう。

　本号 P4 にあるように，理学部 1号館 3期工事に伴い，理学部旧 1号館が完全に姿を消す。同館は理
学部の建物として化学東館（1916 年竣工）に次いで古く，関東大震災で倒壊した理科大学本館の跡地に
1923 年に完成した。設計者は安田講堂と同じく岸田日出刀で，色も安田講堂に似ており，建築学的にも
一時代を代表するものと聞く。その後は戦災に耐え，表 1のように長らく物理学科などの研究と教育の場
となり，近年は 1/3 弱の東側を残すのみだった。ここに理学部旧 1号館の記憶を留めるべく，特集記事を
お届けする。表紙と裏表紙も，参照されたい。以下，旧 1号館を旧館，新 1号館を新館と略す。

  
表 1：理学部旧 1号館の年譜

1923 年 竣工。敷地は，現在の新館と旧館残存
 部に相当
1965 年 4 階部を増築。本特集の《証言 4》を参照 
1994 年 新館第 1期工事の開始により，旧館西側
 1/3 の退去と取壊し。新館西棟の建設が
 始まる
1998 年 新館西棟が竣工し，入居完了。この
 時のパンフレットは理学部 HPに「概要」
 →「歴史」として掲載
2004 年 新館第 2期工事の開始。残った旧館西半
 分の移転と退去を行い，新館中央棟
 の建設がスタート
2005 年 新館中央棟が竣工し，入居を完了。旧館
 は東側 1/3 が残存し，理学部のさまざま
 な用途に転用される
2013 年 第 3期工事が認可。旧館残存部の待避
 と取壊し
2014 年 新館東棟の建造開始

竣工は 2016 年 3月の予定

【その 5：エレベータ】
　旧館の最大の名物は，図 7のエレベー
タだろう。地下の機械室（図 2）では，呼
びボタンが押されるたび，ごついリレーが
ガチャンと動き， 200Vの火花が散り，モー
ターがうなり，壮観である。P4 の記事に
よれば，保存されるそうで，安堵している。
【その 6：電源の異常】
　旧館の電源系統は，謎だった。ある日，
実験室で電気配線が何本か火を噴き，多
くの機器が壊れた。3相 200V の端子の
1つがアースであることを確かめ配線し
ていたが，それが突然， 200V に浮いた
らしい。そんな事件が2回ほどあったが，
原因は迷宮に。
【その 7：建設時期の謎】
　旧館東側では天井に配管や電線がむき
出しなのに（裏表紙）北側ではそうでは無
く，建設時期が異なると薄々感じていた。
今回，岸田博士の捺印のある大正時代の
図面が発掘され，まず東側（現在の残存
部分！）が建設され，ついで残り部分が（一
度か二度で）作られたと確認できた。取
り壊しは，その逆順を辿っていたのだった。

図1：ありし日の旧1号館。北西面から見たところで，左端が
正面玄関。右奥に7号館と4号館が見える。ケヤキの木は健在。
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　1号館の建て替えを通じ，移転につぐ移
転で大きな影響を受けたのが，理学部試作
室であろう。流浪十余年を耐えてこられた，
大塚さんに話をうかがった。
Q：大塚さんが理学部技官として，民間企
業から試作室（当時は物理金工室）に着任
されたのは？
A：1985 年（昭和 60年）4月でした。試
作室のあった旧 1号館はうす暗く，使わ
れなくなっていたスチーム配管が剥き出し
で，お化け屋敷みたいでしたね。
Q：試作室は，地下 1階の南側でしたね。
A：そう，図 2の黄色い部分の 7部屋を使っ
ていて，隣には平野光康さんのガラス工作
室もありました。
Q：新1号館の1期工事が始まったときは？

《証言 1》試作室の流浪 10年《証言 1》試作室の流浪 10年

A：取り壊し部分からの「避難民」（蓑輪
研究室と坪野研究室）を収容するため， 
17 号室と 25 号室を明け渡し，代わりに
中庭にプレハブをつくってもらい，そこ
に工作機械を移したんです。
Q：この時期の試作室は，図 2の赤いハッ
チ部分ですね。新 1 号館西棟ができた
1998 年には？
A：それがねえ，当初は地下 1階に入れる
はずだったのが，いざ完成してみると色々
な事情で新館には入居できず，旧館に残
らざるをえなかったのですよ。
Q：そ，そうでしたっけ。それで 2期工事
では？
A：立ち退きが始まると，旧造幣局から払
い下げてもらった古い旋盤（図 4）などを

捨てて身軽になり，図 2の青い部分に避
難しましたよ。
Q：2005 年に中央棟の地下 1階に入居し
て，ようやく 10年を越える流浪が終わっ
たのですね。お疲れ様でした。
A：疲れたよ。いま部屋は良いし最新の工
作機械も揃っているけれど，私は技術専門
職員を 2013 年 3 月に定年退職し，今は
再雇用の身。後継者が居ないのが一番の心
配だな。
Q：そうですね。この間，大塚さんの作ら
れた最高傑作は？
A：坪野研のために作った，重力波のねじ
れ型アンテナ（図 5）かなあ。
Q：今日は，ありがとうございました。

語り手：大塚　茂巳（技術職員）
聞き手：広報誌編集委員　牧島　一夫（物理学専攻　教授）

図2：試作室の遍歴 図3：1992年における理学部１号館および理学部化学団地の配置図

図4：旧造幣局からもらい受けた，試作室の古い旋盤 図5：大塚さんの手による重力波アンテナ
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　私自身にとって理学部旧 1号館は，現
在も続けている重力波天文学を目指した
研究生活の始まりの場所だった。レー
ザー干渉計を用いた精密な計測をする必
要があり，地面振動などを嫌うことから，
地下の実験室を割り当ててもらい，さら
には静寂な夜中に実験をする日々を過ご
した。昼過ぎに大学にやってきては，今
回取り壊される建物部分にある少し幅の
広い階段を地下に下り，明け方まで実験
しては明るくなった頃に帰宅する，とい
う，やや世間離れした生活であったが，
旧1号館の威厳と温かみのある雰囲気の
中にいたためか，もしくは若さのためか
は不明ではあるが，とくに違和感なく過
ごしていたことが思い出される。
　それらは些末なこととして置いてお
いて，歴史的には，理学部旧 1号館は

《証言 2》「はじまりの場所」《証言 2》「はじまりの場所」

国内の重力波検出実験の
発祥の地でもある。米国
のジョン・ウェーバー教
授が 1969 年に発表した
重力波研究の結果を受け，
当時の平川浩正教授は旧
1 号館中庭に製作した装
置で重力波の検出を試み
た（図 6）。この研究が始
まりとなり，そこで経験
を積んだ研究者や，さら
にその教え子達が研究を
続け，現在建設が進めら
れている大型重力波望遠鏡「かぐら」や
海外プロジェクトの中心として活躍し
ているのである。重力波の初検出が目前
に迫っている時に，その研究のはじまり
となった建物が取り壊されることは残

念な事ではあるが，これは，昨年度退職
された坪野公夫・名誉教授の言葉（理学
部ニュース 2013年 3月号）を借りれば，
新しい時代へ向けて「歯車がひとつ進む
こと」なのであろう。

安東　正樹（物理学専攻　准教授）

図6：平川浩正教授（当時）と旧1号館中庭に設置された重力
波検出器 （1971年撮影）。背景に理学部旧1号館の外壁や特徴
的な形の窓が見える。

　旧 1号館に初めて入ったのは昭和 54
年春。当時私は京都大学の博士課程 4
回生で，理学部附属素粒子物理国際施
設（現・素粒子物理国際センター）の
助手採用の面接を受けに来た時だった。
素粒子施設は三階にあると聞いていた
ので，南西隅の階段を登って三階まで
行ったが，なんとそこは鉄扉が閉まっ
ていて行き止まりだった。何の表札も
ないその扉を開ける勇気もなく，いっ
たん階段を降りて建物の外に出た。
　ここは正面から堂々と入ろうと弥生
門側（北側）の正面入口から入り直し
て近くの階段を三階まで登って真っ直
ぐ行くと，今度は「物理図書室」と書
いてある扉で行き止まり。少々焦りだ

《証言 3》理学部旧 1号館三階の迷宮《証言 3》理学部旧 1号館三階の迷宮

した私は，廊下を逆の方向に小走りで急
いだ。廊下をほぼ一周して，ようやく反
対側の突き当りに目的地を発見し，無事
に面接を受けることができた。
　旧 1号館は中庭をぐるっと取り囲む
形をしていて（図 3），地階から二階ま
での廊下は一周できるようになっていた
が，三階はそうではなく，素粒子施設と
物理図書室が背中合わせになって，人が
一周することを阻んでいたわけである。
　ここからは多少記憶が曖昧になるが，
三階にあるこの素粒子施設の最奥部の部
屋は上下二階に分割した構造になってお
り，それぞれの階に開かずの扉があった。
その先が物理図書室だろうと見当をつけ
て，後に物理図書室に探検に行った。と

ころが，その一番奥にある書庫は二階建
てにはなっておらず，その壁には扉が上
下に 2枚ついていて，上の扉は床のな
い中空に残されていた。何とも超現実的
光景であった。素粒子施設側の開かずの
扉を無理やり開けるとたいへんなことに
なるところであった。
　また，私が最初に遭遇した階段の先の
三階の行き止まりの鉄扉は，素粒子施設
の裏口の扉であった。もし，あの時そこ
から入って面接を受けていれば，東京大
学で裏口から採用されたおそらく最初の
助手になっていたはずなのに，惜しいこ
とをしたものだ。

蓑輪　眞（物理学専攻　教授）
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　旧 1号館の 4階ペントハウス（最上
階特別室）には記憶によると 1978‐
1999 年くらいと 20 年以上住んだ。こ
の間に私は D論を書き，幸いにも助手
に拾われ，海外滞在を経験し，助教授に
なった。いわば人生の急カーブどころを
過ごしたことになる。当時の地球物理研
究施設（後に地球物理学科と合流して地
球惑星物理学科となった）は地球大気上
層（中下層は気象の縄張り）から太陽系
の果てあたりまでを扱う部門で，11 名
の教員がいた結構な大組織だった。源は
永田武先生で，つまり南極帰りがゴロゴ
ロいた（当時は 5名）。今の理学部には
気象の佐藤薫さんと私の 2人しかおら
ず，寂しい限りだ。

《証言 4》旧 1ペントハウス《証言 4》旧 1ペントハウス

　印象に残っているのはその 4階の建
物が当初の 3階建ての上に，後から継
ぎ足して建てられたものだったことで
ある（表紙の写真を参照）。この 4階ペ
ントハウス部分は戦後の安普請という
感じだったが，3階までは関東大震災後
に建てられたとかで，実に頑丈にできて
いた。思い起こすに外壁の厚みは 80cm
くらいあったと思う。この記事を書くに
あたって，裏を取るべく巻尺をもって
旧 1にいったのだが測定できる場所が
見つけられなかった。80 年代にオック
スフォード大学 （University of Oxford） 
のクラレンドン研究所 （Clarendon Lab） 
を訪ねたおり，屋上にまさに同類の小
屋が建てられているのを発見し，思わ

ず笑ってしまったことがある。どこでも
考えることは同じらしい。これを「Space 
Research」と呼ぶのも国際標準らしい。
　このペントハウスは旧1の東側のみに
あり，西側は砂利引きの庭になっていて
野草も生え，夏はビヤパーティなんぞを
やるのにちょうどよかった。ペントハウ
スの屋根の上は平らで何も無かったが，
庭から梯子がついていたので，飲み会の
おりなど登って夜景を眺めたり，あるい
は墨田川の花火大会を楽しんだりしてい
た。しかし，これは今から思うと冷や汗
ものである。なにせ柵なんて無いまっ平
らだったから，ウッカリ踏み外したらそ
れまでだった。

岩上　直幹（地球惑星科学専攻　教授）

図8：南側階段2階から3階部分。背後に，特徴ある半月型の窓。図7：エレベーターを地下で撮影。蛇腹型の扉。右側に駆動装置。
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石田　貴文（生物科学専攻　教授）

　「東京大学の秋入学・・・」が世間を

騒がせ，そして騒がせただけで終わった。

と言って良い今日この頃である。大学を

良くしよう，より良い教育・研究環境を

実現しよう，という心はいつの時代にも

綿々と紡がれている。現「理学部ニュー

ス」は，あの大学紛争（1960 年代）の

後に理学部内の教官・学生・職員のあい

だの風通しを良くするために「理学部広

報」と銘打って発刊された。1969 年 11

月，理学部広報第 1巻 13 号に「大学院

の現在と将来（東大理学系大学院の立場

から）」と言う記事が，4ページに亘り，

理念，制度，組織，教育・研究，院生の

生活，教官に関して掲載されている（理

学系研究科のホームページからバック

ナンバーが読める http://www.s.u-tokyo.

ac.jp/ja/story/newsletter/） 。さすが，「理

学部」と思わないだろうか？問題を怜悧

にとらえ，衒い無く a（建前）～ e（当

面の方策）にまとめあげている（図参

照）。しかも全 4 ペー

ジでカタカナ用語が使

われるのは 10 回のみ

である。これを先日配

布され，皆さんの手

元にあるであろう学

内広報 no.1443 特別

号「ワールドクラスの

大学教育の実現のため

に　学部教育の総合的

改革」と見くらべて

欲しい。2013 年の学

内広報ではどうしてこんなにカタカナを

使うのだろうか？アクションリスト？ナ

ンバリング制？グローバル化？ちなみに，

私のパソコンで文字変換すると「愚弄張

るか」になる。この記事を書いていると，

昔の映画「会議は踊る」の主題歌 ' Das 

gibt's nur einmal… ' が聞こえてくる。そ

れは，「ただ一度」。でも「歴史はくりか

えす，されど・・・」

― 第 3回 ―

知温 新

教育改革：歴史はくりかえ教育改革：歴史はくりかえ
す，されど・・・す，されど・・・

（※）は原著が英文（和訳した題名を掲載）

東京大学大学院理学系研究科・博士学位取得者一覧東京大学大学院理学系研究科・博士学位取得者一覧

種別 専攻 申請者名 論文題目
2013 年 9月 17 日付学位授与者（2名）
課程 生化 青木　真理 マウス嗅細胞の背腹軸に沿った投射に於ける Robo1 陽性グリア細胞の役割

課程 生化 秋元　勇輝 細胞運命決定機構多入力多出力経路における backward elimination PLS regression 法を用いた解析 
（※）

2013 年 9月 27 日付学位授与者（10名）
課程 物理 巫　　　浩 生体膜に対するグラフト高分子の効果 （※）
課程 物理 張　　　弘 Selberg 積分とゲージ／戸田双対性 （※）
課程 天文 小山　翔子 ミリ波VLBI 観測によるブレーザーMrk 501 の電波コアの高精度位置決定 （※）
課程 天文 野田　博文 X線衛星「すざく」による活動銀河核セントラルエンジンの研究 （※）
課程 天文 守屋　　尭 星周物質と相互作用する超新星 （※）
課程 地惑 平野　史朗 媒質境界に沿う，および媒質境界と交わる断層の動的破壊に関する理論的解析

課程 化学 大和田成起 チタンサファイアレーザーの高次高調波によってシードされた極端紫外領域自由電子レーザーによる
原子の多光子イオン化およびレーザー誘起フィラメントによる後方蛍光の増幅 （※）

課程 生科 井手　隆広 外腕ダイニンのクラミドモナス軸糸微小管上への構築に必要な蛋白質間相互作用の研究 （※）
課程 生科 久永　哲也 ATM依存的 DNA損傷応答経路が植物の発生に果たす役割の解明 （※）
課程 生科 黄　　慶輝 爬虫類における免疫プロテアソームサブユニットPSMB8 遺伝子の二型性の進化 （※）

半世紀近く前の「大学院改革」に向けた資料
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お 知 ら せ

異動年月日 所属 職名 氏名 異動事項 備考
2013.9.30 生化 教授 伊藤　隆司 辞職 九州大学大学院医学研究院・教授へ
2013.9.30 生化 特任准教授 久保田浩行 辞職
2013.9.30 化学 助教 菅野　　憲 辞職 富山大学・助教へ
2013.9.30 地惑 特任助教 亀田　　純 辞職
2013.9.30 地惑 特任助教 松井　仁志 辞職
2013.9.30 化学 特任助教 岩崎　純史 辞職 准教授へ

2013.10.1 ビッグバン 客員教授 B E R N A R D E A U  
FRANCIS 採用

2013.10.1 物理 准教授 福嶋　健二 採用
2013.10.1 強光子場 准教授 岩崎　純史 採用 特任助教から

2013.10.10 ビッグバン 客員教授
STAROB I N S K I Y 
ALEXEY
ALEXANDROVICH

採用

2013.10.15 化学 特任助教 草本　哲郎 辞職 助教へ
2013.10.15 臨海 特任助教 伊勢　優史 任期満了退職
2013.10.16 化学 助教 草本　哲郎 採用 特任助教から
2013.10.16 臨海 特任助教 大森　紹仁 採用

2013.10.31 ビッグバン 客員教授 B E R N A R D E A U  
FRANCIS 任期満了退職

2013.10.31 生化 准教授 有田　正規 辞職 国立遺伝学研究所・教授へ

人事異動報告人事異動報告

あとがきあとがき

　2013年 11月号を，お届けします。理
学部 1号館の第 3期工事が決まったこと
から，本号では横山（央）編集委員長の
発案で，旧 1号館の特集記事を組み，た
またま編集担当の番だった牧島が，編集
委員会の中で旧 1号館にもっとも縁のあ
る者として，その取りまとめも拝命しま

した。いささかマニアックな編集になっ
てしまったかもしれませんが，ご容赦く
ださい。編集子としては，小柴名誉教授
のノーベル物理学賞受賞を扱った 2002
年 11 月号や，東日本大震災の放射能に
関する特集を組んだ 2011年 5月号とと
もに，たいへん記憶に残る号となりまし

た。旧 1号館の残存部分の取り壊しは，
間もなく始まる予定です。本郷キャンパ
スに居られる方やお近くの方は，ほぼ一
世紀にわたり理学部の歴史の重要な一部
を支えてきた建物の姿が消える前に，ぜ
ひ今一度，実物をご覧になってください。

牧島　一夫（物理学専攻　教授）
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